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2019 年度 第 3 回 夏祭り実行委員会議事録 
 

新千里東町地域自治協議会 

夏祭り実行委員会 

委員長 小川浩一 

                       

                      

日時  2020 年 2 月 8 日(土) 10 時 30 分～12 時 10 分 

場所  東町交流室 

出席者 小川、岡本、勝久、藤岡、河村、木下（田村代理） 

欠席：花城、原、菅原、和田 

 

1. 協議事項 
 

（1） 次年度の祭りのコンセプトについて 
これまで通り、子供が楽しめる内容を中心とし、東町住民皆が参加して楽しめるイベント
という主旨を継承します。 
 

（2） 事業計画案 
下記項目ついて検討しました 

➀開催日時：2020 年 8 月 22 日（土）17 時～21 時＊雨天中止順延無し 

②協賛金について：今年度のスタイルを継承しつつ、携わる当事者を増やす。 

③イベント：キッズダンス、盆踊り、和太鼓など、定番のメニューを継承しつつ、新たに
演者・パフォーマーを公募する事を合意しました。 

④よみうりホールでのイベントをきっかけとして、盆踊り盛り上げ隊、東町わっしょい、
地域自治協議会との間で協調体制を構築できたので、この流れをいい形で継承します。 

また、町内での盆踊りの練習に関しては、PTA からのアドバイスに従い、時間帯の変更な
ど自由な発想で、より多くの子供、東町住民が参加出来るよう努めます。 

⑤抽選会：抽選会スタッフは特に問題が無いとの回答を得ているので継承。 

抽選会の景品などに関しては、夏祭り模擬店で使える金券（100 円）とは別に 500 円券を
新たに作る、青葉お買物券の本数を増やすなど、より地域住民に還元できる方向付けで合

意しました。 

⑥会場警備：防犯東丘支部へ今年度と同じ内容で依頼する方向です。 

今年度初めて西門をクローズしましたが、特段の苦情、問題は発生しなかったので、安全

管理上、次年度も会場の出入り口は正門（東門）オンリーとします。 

 

 

 



⑦準備片付けについては下記のスケジュールとします。 
 

9：00 トラス納品（南門より）＊実行委員のみ立ち合い 
9：30 全体集合～ 
9：40 一斉テント設営。設営終了後、机とイス設営。 
10：15 ダスキンレントール到着 
10：30 電球、提灯設置（大階段下） 
＊以上の流れをルールとする。ほぼほぼ待ち時間が無くなる想定。 
 

（3） トラスの導入と提灯について 
 
図面を作成しダスキンレントールに見積もりを依頼した結果、ほぼほぼ昨年度予算計上通
りの内容で搬入、設営、撤去の全てを業者に依頼出来る算段が付きました。 
従って、別紙図面のものをレンタルします。（水平方向のみ 1800 ㎜に修正） 
 

夏祭りの雰囲気を少しでも維持するために、トラス回りには紅白幕を使用。 
トラス上部には提灯を付ける+投光器（天頂部分より）で対応する事で合意しました。 
 
また、櫓より四方向に伸びていた提灯に関しては、ケーブルとクレモナロープの張力が尋
常ではないほど強く、レンタルトラスを変形させる懸念もある事から（現櫓も相当のダメ
ージを受け、ボルト、櫓本体の破損、変形が起きている）建造物～建造物への設置の方向
とし（例：のぼり棒⇔バックネットなど）これまでと設置場所、形式は変わるものの、夏
祭りの雰囲気を残すことで合意しました。（要遠藤電気と調整） 
 

（4） 弁当に関して 
 
夏祭り開始直前の納品時間帯は（16 時）一番煩雑な時間帯である上に、弁当受け取り後す

ぐに食せない状況を考慮し、食中毒など食品衛生上の観点から弁当を一律廃止する事で合
意しました。 
 
設営準備、夏祭り中、撤去時には、これまで通りお茶など飲料を配布します。 
 
 

（5） 模擬店と会場図の確認及びテントの振り分け 
 
今年度の反省を踏まえ、公民分館より賃借する 4.5m テント 10 張は、グラウンド北側エ
リアに集中、協議会の各種テントは東・西・南エリア、ダスキンよりのレンタルテント（6m）
は必要箇所への設置とします。 
 
＊それぞれのテントが理路整然と並び、きちんと撤収、集積されるよう、夏祭り直前に団

体名を記載したラミネートを収納袋に張り付けます。これとは別に設営時、撤収時に各エ
リアに担当リーダーを配置します。 
 

（6） 夏祭り協力金について 
2019 度、自主出店の団体に負担頂いた模擬店出店料を夏祭り協力金と改めます。 
レンタルテント、机、各種設営費など、夏祭りに於ける共用経費を公平に負担頂くという
主旨です。（マンション、団地よりは夏祭り協力金として一戸あたり 200 円協力頂いてい
る。）弁当の廃止で約 10 万円支出を減額できる見込みである事から、協力金の設定額を 1
団体あたり 1,000 円とします。 



 
（7） 決算案と予算案に関して 

 
2019 年度活動報告と決算案は委員会として合意しました。 
 
次年度事業計画案に関しては（2）の通り。 
予算案に関しては（4）と（6）を踏まえ修正した内容で委員会として合意し、理事会に諮
る事としました。 
 

以上 

 
 
 

 
次回委員会日程未定 

 
 
 
 


